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【課題】
常温にて放置することにより、硬化して、高い圧縮強度（８Ｎ／ｍｍ２以上）を有
するコンクリート固化体になり得る、コンクリート固化体組成物およびその製造
方法およびコンクリート固化体を提供する。

【解決手段】
「（Ａ）生コンクリートスラッジ１００重量部、（Ｂ）回収砂５０～１５０重量部および
（Ｃ）セメント５～５０重量部からなることを特徴とする、コンクリート固化体組成
物」および「（Ａ）生コンクリートスラッジ１００重量部、（Ｂ）回収砂５０～１５０重量
部および（Ｃ）セメント５～５０重量部をコンクリートミキサに投入し、混練するこ
とを特徴とする、コンクリート固化体組成物の製造方法」および「前記コンクリー
ト固化体組成物を型枠に充填し、成型後、得られた成型物を水中にて養生し
硬化させることを特徴とする、コンクリート固化体。」

発明の効果

本発明のコンクリート固化体組成物は、（Ａ）成分～（Ｃ）成分各所定量からなり、
特に、産業廃棄物として廃棄されている（Ａ）生コンクリートスラッジと（Ｂ）回収
砂を主成分としているため、環境汚染を引き起こす産業廃棄物の量を低減で
き、かつ、製造コストが低いという特徴を有する。
また、得られた固化体は環境汚染を引き起こす産業廃棄物の量を低減できる
製品（エコ製品）であるという特徴を有する。
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